
元
政
上
人

と
震
中
郎
 
(
有

賀
)

元
政
上
人
と
哀
中
郎

有

賀

要

延

元
政
上
人
は
万
治
二
年
身
延
往
詣
の
途
次
、
名
古
屋
に
於
て
交
を
結

ん
だ
明
人
陳
元
賛
に
よ

っ
て
衰
中
郎
を
知

っ
た
。
以
来
そ
の
詩
風
思
想

へ
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
上
人
が
衰
中
郎
の
文
集

を
入
手
し
た
の
は
三
年
後
の
寛
文
二
年
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
此
の
年
に

テ

ヲ

タ
リ

ヲ

ノ

送

っ
た
と

見
ら
れ

る

「
興
元
賛
書
」
に

「
探
レ市
得
二蓑
中
郎
集
一楽
府

ハ

タ

フ

ノ

タ

シ

ノ

シ

ヒ

ル

ヲ

妙
絶
不
レ
可
二復
言

一広
荘
諸
篇
識
地
絶
高
瓶
史
風
流
可
レ想
劃
見
其
人
一又

フ

ヲ

モ

シ

ル

ス

ヲ

テ

ニ

ル

コ
ヲ

赤
憤
之
中
言
二仏
法
一者

其
見
最
正
余
頗
愛
レ之
因
二足
下
之
言
-知
レ
有
ニ

テ

ヲ

ム

ヲ

ニ

(1
)

此
書

一今
得
レ
之
読
レ
之
実
足
下
之
賜
也
。
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
。
入
手
の
文
集
が
い
つ
れ
の
本
で
あ

っ
た
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
梨
雲
館
本
か
、
侃
蘭
居
四
十
巻
本
か

の
何

れ
か
の
可
能
性

が
強

い
。嚢

中
郎
、
名
は
宏
道
、
中
郎
は
字
で
あ
る
。
湖
北
公
安
県
の
人
、

明

神
宗
万
歴

二
十
年
に
会
試
に
及
第
、
詩
才
文
名
高
く
、
兄
の
宗
道
、
弟

の
中
道
と
共
に
三
衰
と
称
せ
ら
れ
た
。
会
試
に
合
格
し
た
二
十
五
歳
前

後
か
ら
兄
宗
道
の
影
響
も
あ

っ
て
、
性
命
の
学
に
そ
の
眼
を
向
け
始
め

た
。
性
命

の
学
と
は
、
直
接
的
に
は
王
陽
明
の
心
学
に
裏
づ
け
ら
れ
た

人
間
探
究

の
学
、

即
ち

「
人
生
は
如
何
に
生
く

べ
き
か
」
を
課
題
と
し

た
実
践

の
学
で
あ
る
。
中
郎
は
中
国
の
古
典
、

仏
教

の
経
論
を
広
く
求

め
読
み
、
自
己
に
と

っ
て
の
究
極
な
る
も
の
、
真
実
な
る
も
の
へ
の
追

シ

究
を
始
め
た
。
そ
し
て
李
賛

(卓
吾
)
と
の
出
あ

い
に
於

て
は

「
真
実

と
虚
偽
と
の
厳
然
た
る
対
置
に
立

っ
た
強
烈
な
批
判
精
神
」
を
知
る
に

至

っ
た
。
か
く
し
て
中
郎
は
当
時
の
文
壇
に
お
け
る
擬
古
主
義

に
対
し

て
厳
し
い
批
判
を
開
始
し
た
。
彼

の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は

「古
典
の
精

神
を
主
体
的
に
自
己
の
精
神
と
し
て
転
置
す
る
」

こ
と
で
あ
り
。
之
は

古
代

へ
の
没
我
的
自
己
投
入
で
も
な
く
、
ま
し
て
古
典
の
祖
述
的
受
容

で
も
な
い
。
そ
の
時
代
に
生
き
た
、
自
己

の
深
奥

に
立
脚

し
た

「
真

ト
メ

ヲ

ト

詩
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
「叙
竹
林
集
」
に

「
師
レ
心
不
レ
師

セ

ヲ
(2
)

レ
道
」
と
言
う
は
。
道
と
は
 
で
あ
り
、
行
跡
の
形
態
を
そ
の
ま
ま
模

擬
受
容
す
べ
き
で
は
な
く
、
深
奥
に
内
在
す
る
真
心
、
そ
れ
は
又
己
の

真
心
で
も
あ
ろ
が
、
其
の
真
心
こ
そ
師
と
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
詩
に

於
て
も
古
人
の
迹
の
受
容
、
技
巧
的
専
念
を
否
定
し
、
対
象

の
深
奥
に

ル

ニ

ハ

ニ

ソ
ヤ

ト

ト
ヲ

入
る
と
こ
ろ
に
真
詩
が
生
ま
れ
る
。

「
法
二李
唐

一者
量
謂
三共
機
格
与
二
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ル

タ
ラ

ェ

字
句

一哉
。

法

二
其

不

レ
為

レ
漢
、

不
レ
為
レ
魏
、

不
レ
為

二
六

朝

一之

心

一而

己
。

レ

ニ

ル
(

3
)

是
真
法
者
也
」
と
述
べ
る
の
も
漢
魏
六
朝
と
言
う
が
如
き
時
代
を
固
定

化
す
る
観
念
を
否
定
す
る
も
の
で
、
時
代
を
超
越
す
べ
き
詩
文
の
真
心

に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
中
郎
に
と
っ
て
、
擬
古
派

の

「文
は
秦
漢
、
詩
は
盛
唐
」
と
言
う
が
如
き
、
固
定
し
た
形
で
の
古

典

へ
の
接
近
は
否
定
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
詩
文
の
優
劣
は
時
代

(4
)

に
か
か
わ
り
な
く
、
「
其
ノ
変
ヲ
極
メ
、
其

ノ
趣

ヲ
窮

ム
」
る
と
こ
ろ

に
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
此
処
に
其
の
詩
文
の
価
値
を
見
出
さ
ね
ば
な

レ

ニ
ハ

リ

ニ
ハ

リ

ら
ぬ
と
主

張
す
る
。

そ
し

て

「
夫
古
有
二古
之
時
嚇
今

有
二今
之
時
↓

テ

ヲ

メ

テ

ス

ト

レ

メ

ニ

フ

ヲ

(
5
)

襲
二古
人
語
言
之
迹
一而
冒
以
為
レ
古
是
処
二厳
冬

一而
襲
二夏
之
葛

一者
也
」

と
結
論
す
る
。

衰
中
郎

の
反
擬
古

の
持
論
は
元
政
上
人
の
共
感
を
呼
ぶ
も
の
で
あ

っ

た
。
そ
れ
は
仏
教
学
と
陽
明
学
と
言
う
共
通
の
基
盤
を
要
因
と
す
る
の

み
な
ら
ず
、
上
人
の
解
行
相
資
、
知
行

一
如
の
実
践
の
主
張
と
相
通
すニ

る
も
の
が
あ
っ
た
故
で
あ

ろ
う
。
当
時

の
僧
俗

は
上
人
を

し
て

「
日

ノ

ヲ

ニ

ノ

ヲ
(
6
)

ノ

メ

ヲ

ス

ヲ

テ

見
二僧
流
衰

一時
聞
二世
法
堕
こ

「今
代
無
為
学
、
執
レ情
長
二悉
擬
一学
成

ン
ノ

ソ

ミ

メ
テ

ヲ

ニ

ス
ピ
サ
イ
デ

ヲ

ニ

シ

ヲ

テ

ヲ

ラ

ス

ヲ
(7
)

何

所
レ
用
射
レ利
日
奔
馳
販
レ
法
共
論
レ価
教
レ
人
自
失
レ儀
」
と
言
わ
し

ノ

ハ

テ

む
る
も
の
が
あ

っ
た
。
更
に
宗
門
の
弊
を
見

て
は

「
今
人
、
或
読
二祖

ヲ

ヲ

ル

ラ

ヲ

ネ
テ

ヲ

ル

師
之

書

一而

有
下
探

二
文

義

一
而

不

レ
知

二
指

帰

一
者

上
有

下
討

二
来

歴

一而

不

レ

ヲ

ノ

ヲ

ヲ

メ

ヲ

得

二
綱

領

一者

鉛
有
下
記

二
文

釈

一而

不
レ
問

三
兀
意

一者

上
、有
下
弄

二
波

瀾

一而

不

ラ

ニ

ノ

ヲ

ル

キ

ソ

レ
到

二
淵

源

一者

昂
有

下
論

二
玄
黄

一而

不

レ
見

二
駿

逸

一
者

上
、如
レ
斯

等

比
、

何

ン

ニ

ス
ル
ニ

ヲ
(8
)

セ
ソ
サ
ク
ノ

ノ

足
三
与
議
二
宗
趣
一也
」
と
悲
し
み
、
「
教
家
穿
墾

学
、
宗
門
偽
巧
文
、

セ

ヲ

ニ

ス

ノ

ヲ

ハ

ヲ

テ

ト

ノ

ヲ

チ

ス

ト
(
9
)

不
レ
生
二
如
実
智

一徒
修
二三
毒
因

一弄
レ
真
翻

作
レ俗

論
レ
忍
忽
為
レ
瞑
」
と

嘆
く
。
即
ち
へ
当
代
宗
門
に
お
け
る
折
伏
の
化
導
は
、
自
行
の
面
を
疎

か
に
し
て
化
他
を
重
く
と
り
、
問
答
の
技
巧
に
終
始
し
形
式
に
流
れ
、

権
実
本
 
の
教
相
の
論
義
に
執
し
、
安
心
立
命

の
本
質
に
つ
い
て
は
深

く
自
省
す
る
暇
も
な
く
、
む
し
ろ
形
式
的
弁
証
、
外
面
的
猜
智
を
誇
る

傾
向
と
な
り
、
僧
と
し
て
の
行
道
に
批
判
さ
る

べ
き
も
の
が
あ

っ
た
。

之
等
は
教
学
に
於
て
は
訓
古
的
と
な
り
、
宗
祖

の
言
辞
行
跡
の
形
の
み

を
見
て
之
を
踏
襲
す
る
を
是
と
す
る
傾
向
を
も
た
ら
し
、
宗
祖

の
深
密

を
自
得
体
現
す
る
と
い
う
姿
勢
を
忘
却
せ
し
も

の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
も
あ

っ
た
。
か
か
る
期
に
あ

っ
て
元
政
上
人
の
高
調
せ
る
は

三
学
兼
修
で
あ
り
、
自
行
の
重
視
、
「
心
」
の
把
捉

で
あ

っ
た
。
そ
し

て
そ
れ
は
単
に
宗
祖
の
迹
の
模
擬
で
あ

っ
て
は
な
ら
ず
、
又
、
教
門
表

モ

ト
ス
ト

相

の
論

義

で
あ

っ
て
は

な

ら

な

か

っ
た
。

さ

れ

は

こ

そ

「
錐

レ
師

二

高

ヲ

ト
ノ

ヲ

ト
セ

ヲ

ナ
リ

ノ

ル
コ
(10
)

祖
師
一師
レ
心
不
レ師
レ
跡
此
意
少
二
人
知

一」

と
強

く
表
明
す
る

の
で
あ

る
。
「
心
」
と
は
宗
祖
の
根
本
精
神
で
あ
り
、
と
り
も
な
お
さ
ず
仏
心

で
あ
り
、
実
相
心
で
あ
る
。

中
郎
の
反
擬
古
は

「
古
典
の
精
神
を
主
体
的

に
自
己

の
精
神

と
す

る
」
と
こ
ろ
に
あ
り
、
元
政
上
人
の
高
調
せ
る
は
、
宗
祖
の
根
本
精
神

に
直
参
し
、
己
心
即
実
相
心
と
し
て
体
現
す
る

こ
と
で
あ

っ
た
。

衰
中
郎
の
反
擬
古
の
持
論
は
文
学
史
上
で
は
性
霊
説
と
呼
ば
れ
て
い

ハ

ゾ
モ
ッ
パ
ラ
ニ
ス
ル
ヤ

ル
ヤ

る
。
友
人
江
盈
科
は
徹
簾
集
叙

に
於

て

「
詩
何
必

レ唐
又
何
必
ニ

ト

ト
ヲ

ハ

テ

ル

リ

ヲ

ト

レ

ハ
ト
ホ

シ

ヲ

初

与

盛

要

以
下
出

レ
自

二性

霊

一者

上
為

二
真

詩

一爾
。

夫

性

霊

籔

二
干

心

蝋

元
政

上
人
と
裳
中
郎
 
(
有

賀
)
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元
政
上
人

と
震
中
郎
 
(
有

賀
)

ル

ニ

ノ

ル
ル

バ

ク

ス

テ

ヲ

シ

ヲ

テ

ヲ

ヘ
バ

ヲ

チ

寓

二
干

境

一境

所

二
偶

ぐ
触

一
心

能

摂

レ
之

」

「
以

レ
心
摂

レ
境

以

レ
腕

運
レ
心
則

ク

セ

フ

ト

ゾ

ソ
ヤ

ヲ

ゾ

ヲ

性
霊
無
レ
不
二畢
達

一是
之

謂
二真
詩
一而
何
必
レ唐

又
何
必
二初
与
レ
盛
こ

と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
真
詩
は
性
霊
よ
り
出
る
も
の
で
あ
り
、
而
し

て
其
の
性
霊
と
は
、
心
の
深
奥
に
通
り
境
に
寓
る
も
の
と
定
義
す
る
。

対
境
に
触

れ
る
時
、
其
処
に

「真
」
な
る
も
の
を
見
、
心
は
之
を
摂
受

す
る
。
此
処
に
は
心
境
相
即

の
理
が
あ
り
、
技
巧
模
擬
を
必
要
と
し
な

い

「
有
り

の
ま
ま
」
「見
た
ま
ま
」
を
心
に
摂
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
如

実
の
見
」

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ

「
心
ヲ
以
テ
境

ヲ
摂

シ
、
腕
ヲ
以
テ
心
ヲ
運
べ
バ
、
則
チ
性
霊

ノ
畢
り
達

セ
ザ
ル
コ
ト

(11
)

ミ

ニ
マ
ゲ
テ

無
シ
」
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
答
李
子
髭
詩
に

「後
来
富
二文
藻
一
誰

ヲ

フ

ヲ

テ
ハ

ヲ
カ
ロ
ソ
ジ

ヲ

メ

ヲ

シ

ヲ

レ
理
競
一修

辞
一揮
レ
斤
薄
二
大
匠
尉裏
足
戒
二労
岐

鯛模
擬
成
二
倹
狭

一葬
蕩

ル

ヲ

ニ

ス

ノ
ト

ヲ

シ

チ

て

シ

ニ

リ

取
二世
畿

一直
欲
レ
凌
二蘇
柳
一斯
言
無
二乃
欺

一当
代
無
二文
字

一閻
巷
有
二真

ヲ

テ

ニ

ク

ヲ

ハ

詩
一却
レ沽

一
壷
酒
捲
レ
君
聴
二竹
枝
一
。」
又
、
伯
修

へ
の
書
簡
に

「
世
人

ヲ
ツ
ク
ル

ヲ

ダ

レ

ル

ヲ

ヲ
ワ
レ
ハ

テ

ヲ

ル

ヲ

ニ

ル

以
レ
詩

為

レ
詩

未

レ
免

二
為

レ
詩

苦

一弟

以

二
打

草

竿
壁

破

玉

一為

レ
詩

故

足

レ

ム
ニ
(12
)

楽

也
」
等
と
述
べ
る
の
は
、
当
代
の
文
学
の
世
界
に
は
真
の
文
字
(文

学
)
は
無
く
、
性
霊
よ
り
発
す
る
と
こ
ろ
の
真
詩
は
む
し
ろ
閲
巷

の
裡

に
あ
り
と
し
て
、
竹
枝
詞
、
打
草
竿
、
壁
破

玉
等

の
僅
謡

(民
歌
)
に

真
詩
の
原
点
を
見
出
し
て
い
る
も
の
で
、
か
か
る
闇
巷
の
歌
こ
そ
は
何

ら
模
擬
偽
善
も
な
く
、
其
の
事
物
に
対
す
る
卒
直
な
る
詞
で
あ
り
、
民

衆
の
飾
る
こ
と
の
な
い
、
偽
り
の
な
い
心
の
表
現
で
あ
る
と
評
価
し
て

ナ
ホ
ム
ネ

リ
ノ
ベ
テ

ヲ

ラ

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
叙
小
修
詩
に

「
大
都
独
好
二性
霊
一不
レ
拘
二格

ニ

レ
バ

リ

ノ

ス
ル
ニ

ゼ

ス
ヲ

ヲ

リ

ニ

ト

ト

ス
ル

套

一
非

下
従

二
自

己
胸

臆

一
流

出

上

不

レ
肯
レ
下

レ
筆

有

二
時

情

与

レ
境

会

一

シ
バ
ラ
ク
ニ
シ
テ

ミ

ヲ

シ

ノ

ニ

グ
ガ

ヲ
メ

ハ

ヲ
(13
)

頃

刻
二
千
言

-如
二
水
東
注
一令
二人

奪
ヤ
塊
」
と
述
べ
る
は
性
霊
説

の
要
点
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
何

た
る
か
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
。

シ

そ
も
そ
も
中
郎
の
性
霊
説
は
李
贅

(卓
吾
)
の
思
想
に
負

う
も

の
で

レ

あ
り
、
そ
の
依
る
と
こ
ろ
は
李
蟄
の
焚
書
巻
三
、
童
心
説

の

「
夫
童
心

シ

テ

ヲ

サ
バ

ト

レ

テ

ヲ

ナ
リ

ト

レ

者

真

心
也
、

若

以

二
童

心

「為

二
不

可

一是

以

二
真

心

一為

二
不

可

一也
。

夫

童

ニ
ノ

シ

ス
レ
バ

ヲ

チ

ス

心
者
絶
仮
純
真

最
初

一
念
之
本
心
也
。
若
失
嵩
却

童
心
一便
失
訓
却
真

ヲ

ス

レ
バ

ヲ

チ

ス

ヲ

ル
ハ

ニ

ク

ナ
リ

(14
)

心
叫失
凋
却

真
心
一便
失
訓
却
真
人
一人
而
非
レ
真
全
不
レ
復
二有
初

轍矣
」

の
文
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
文
意
は
自
か
ら
明
か
で
あ
る
。
李
賛

の
言
う
真
人
と
は
真
心
を
失
わ
ざ
る
人
で
あ
り
、
真
心
と
は
、
童
心
、

即
ち
仮

(
イ
ッ
ハ
リ
)
を
絶

っ
た
純
真

の
心
、
最
初

一
念

の
本
心
を
言

う
。

そ
し
て
此
の
真
人
は
偽
善
虚
飾
の

「仮
人
」
と
厳
し
く
対
置
せ
ら

れ
た
純
粋
人
格
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
中
郎
の
性
霊
は
詮
ず

る
と
こ
ろ
此
の
真
心
で
あ

り
、
「
真
詩
」
は
亦

「
仮
詩
」
に
対
置

す
る

も
の
で
あ

っ
た
。

元
政
上
人
の
言
う
性
霊
は
、

一
往
、
中
郎
と
そ
の
内
容
を
同
じ
く
し

(
15)

て
い
る
。
復
南
紀
澄
公
書
に

カ

ニ

ム
ニ

ノ

ヲ

ル

リ

ス

ル

リ

ニ

ル

ル

余
細

読

二
公
之

此
書

一皆
流
レ
自

二性
霊

一非
下
出
レ
自
二
模
擬

一者
上
所
謂

有
レ
徳

ハ

ズ

リ

ル

ハ

シ
モ

シ

ル
ル

リ

ハ

ル
カ

者

必
有
レ
言
、

有
レ言
者

不
二
必

有

徳
。

蓋
流
レ
自
二
性
霊

一者
有
レ
徳
之

言
也
。

ル

ハ

ル
ノ

シ
モ

ル
ル

リ

ハ

ハ

モ

ト

ナ
ラ

出
レ
自

二
模
擬

一者
不
二
必

有
7
徳
之
言

也
。
流
レ
自

二性
霊

一者
或
錐

レ
不
二
整
斉

一

シ

ル

リ

ハ

モ

レ

ナ
リ
ト

タ

シ
モ

モ

無
レ
痕
、

出
レ
自
二
模
擬

一者
錐
二
是
整
斉

一
未
二
必

無

痕
、

余
錐

レ
不

レ
知
二
文

ヲ

テ

ノ

ニ

ニ

ノ
モ

ヌ

ナ
ソ
ト
ナ
レ
バ

ハ

チ

テ

ニ

章

一於
二
此
二
者

一暗
中
摸
索

亦
可
レ
知
也
。
何

者

言
則

心
之
跡

也
。

因
レ跡
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メ
バ

ヲ

ロモ

ト

ラ

カ
ラ

テ

ニ

ヘ
バ

ヲ

ム

ヲ

メ

ト
セ

求

レ
心
錐

レ
不
レ
中
不
レ
遠

臭
。

由
レ
此
言
レ
之
世
之
好
二
文
章

一者
、

不
レ
本

二道

ヲ

ニ

テ

ヲ

テ

ル
ハ

タ
リ
ト

ヲ

ツ

徳
一徒
拾
二古
人
之
唾
余
一以
為
レ得
レ
巧
可
レ恥
之
甚
也
。

と
述
べ
て
、
真

の
文
章
は
性
霊
よ
り
出

る
も

の
と
言
う
立
場
を
堅
持

し
、
模
擬

よ
り
出
る
も
の
と
厳
し
く
対
置

せ
し
め
て
お
り
、
そ
し

て

「性
霊
よ
り
流
る
る
も
の
」
は

「
有
徳

の
言
」
で
あ
り
、

こ
の
言
は

「
心

(真
心
)
の
跡

(表
現
さ
れ
た
も
の
)
で
あ
る
」
と

い
う
図
式
が
示

さ
れ
て
い
る
。
上
人
が

「性
霊
」
と

「
心
」
と
を
同
義
に
用
い
て
い
る

(
16
)

ニ
ソ

レ

エ

こ
と

は
元

々
唱
和
集
叙
の

「
詩
者
心
之
声

而
志
之
色
也
、
触
二乎
事
曝

ノ

ニ

リ

カ

ト

ル

カ

ト

感

二
乎

物

一
而
為

二
之

声

一為

二
之

色

こ

と
述

べ
る

文

に

よ

っ
て

も
明

か

で

(
17
)

ガ

ハ

ス

ヲ

ニ

ソ
ヤ

ノ

あ
る
。

又
、

同
諸
弟
分
韻
得
助
字
詩

の

「
吾
詩
写
二性
霊
一堂
籍
二江
山

ヲ

ハ

ル
モ

ノ

ト

ハ

ス

ノ

ヲ

助

一形
為
二
霜
後
枝

一心
作
二泥
中
紮
こ

の
詩
句
は

「吾
が
詩
は
性
霊

(心
)

を
率
直
に
表
現
せ
る
も
の
で
あ
る
、
ど
う
し
て
山
水

の
佳
景
を
歎
ず
る

先
輩
古
人

の
美
辞
麗
句
を
籍
り
て
枝
巧
を
こ
ら
す
必
要
が
あ
ろ
う
か
、

そ
の
よ
う
な
模
擬
に
執
さ
ば
形
で
は
霜
後
の
枝
の
如
く
粛
々
と
し
て
見

ゆ
る
が
、

心
は
泥
中
の
架
の
如
く
乱
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
言
う
意

で
、
心
を
失
し
、
古
人
の
唾
余
を
拾
う
こ
と
の
愚
を
い
ま
し
め
て
い
る

の
で
あ
る
。

衰
中
郎

に
お
け
る
性
霊
は

「
絶
仮
純
真
」
「最
初

一
念
之
本
心
」
と

定
義
づ
け
を
し
た
。
し
か
ら
ば
、

上
人
に
お
け
る
性
霊
と
は
、
心
と
は

(
18
)

レ

テ

ニ

ル
ト
キ

ハ

チ

チ

何
か
。

与
宜
翁
書
に

「
夫
物
各
ヒ
有
レ
理
、

即
レ
物
而
窮
レ

理
則
聖
賢

ニ

ケ
イ
ニ
ノ

セ
ン

ル
ニ

之
書
、
山豆
隔
闊
遼
隻

而
与
二詩
人
之
書
一杏
絶

欺
。

(中
略
)
菩
薩
見
レ

ヲ

シ

ル
コ

レ

ニ

ノ

ゾ

ハ

ゾ

境
無
レ
非
二
是
心
一所
謂
物
理
果
何
物
也
。

但
心
而
巳
。

心
果
何
物
也
。

ニ

ク

ナ
リ
ト

物
理
而
巳
。
故
日
心
是

一
切
法
、

一
切
法
是
心
」
ど
述
べ
る
の
は
、
性

霊
を
中
郎
の
如
き

「絶
仮
純
真
」
「最
初

一
念
之
本
心
」
の
み

で
捉

え

る
の
で
は
な
く
、
「
物
理
即
心
、
心
即
物
理
」
「
心
是

一
切
法
、

一
切
法

是
心
」
と
示
す
心
融
即
の
立
場
に
於
て
性
霊

を
捉

え
て

い
る

の
で
あ

ハ

ガ

ハ

ガ

ト

ヨ
リ

シ

る
。

更
に

「
法
界
我
心
也
、
心
我
法
界
也
。

法
界
之
与
レ
心
、
始

無
レ

(19
)

ド

シ

ニ

ス

ニ

モ

ル

二
」
「
心
者
万
法
之
体
也
、
弥
訓
縮
十
方
一周
判
遍
三
世
一錐
二
日
月
之
所
レ不

サ

ト

ル

ラ

シ

ト
ユ
ウ
つ

ラ

ノ
(
20
)

ス

ニ

レ
照
風
雨
之
所
7不
レ
至
亦
無
レ不

有
二是
心
こ

「
三
界
融
二
一
心
一万
境

ゾ

ル

バ

シ

バ

テ

ヲ

キ
ガ

(21
)

何
所
レ
隔
響
如
三
水
面
氷
、
得
レ
春
没
二縦
跡

二

等

の
諸
文
詩
句
は
上
人

が
色
心
実
相
論
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
上
人
の

言
う

「
心
」
と
は

「
本
と
な
る
心
性
」
で
あ
り

「融
即

の
心
」
で
あ

ノ

ハ

ル

ノ

ニ

る
。
そ

し
て
此

の

「
心
」
は
又
、
「
夫
以
、

一
念
深
信
至
二無
相
妙
理
一

ハ

ノ

テ

ノ

ヲ

ス

ノ

ニ
(22
)

シ

レ
バ

ヲ

一
念
之
信
者
実
相
心
也
、
以
二実
相
心
一会
二実
相
理
こ
「
若
語
二
心
性

一本

ニ

ス

レ

ハ

ナ
リ

ハ

(23
)
ナ
リ

迹
倶
絶
夫

一
性
也
無
相

無
相
也
実
相
」
を
以
て
此
処
に
実
相
心

と
名

つ
く
る
の
で
あ
る
。

 
性
霊
と
は

「
心
」
「
た
ま
し
ひ
」

の
こ
と
で
あ

る
が
、
特

に
性
霊

の

ハ
タ
ラ
キ

語
を
用
い
る
の
は
性
情
の
霊
妙
な
る

用

を
貴

ぶ
意
を
撰
ん
で
言
う
も

の
で
あ
り
、

上
人
に
お
い
て
、
性
霊
と
言
う
も
、

心
と
も
ち
い
る
も
、

こ
れ
は
実
相
心
の
別
名
と
し
て
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
蓑
中
郎
に
お

け
る
性
霊
の

「絶
仮
純
真
」
「最
初

一
念
之
本
」

の
も

つ
性
質
、
之

は

上
人
に
と
っ
て
は
未
だ
相
待
の
域
を
脱

せ
ざ

る
も

の
で
あ

っ
た

ろ
う

し
、
中
郎
に
共
感
し
つ
つ
も
、
仏
家
と
し
て
上
人
自
身
の
性
霊
の
理
念

を
絶
待

の
域
に
入
ら
し
め
ん
と
し
た
と
言
い
得

る
の
で
あ
る
。

元
政

上
人

と
震
中
郎
 
(
有

賀
)
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元
政

上
人

と
震
中
郎
 
(
有

賀
)

元
政
上
人
が
嚢
中
郎
を
知

っ
て
以
来
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は

否
定
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
上
人

の

「師
レ
心
、
不
レ師
レ
跡
」
の
文

は
中
郎
の

「
師
レ
心
、
不
レ
師
レ道
」
の
文
と
そ
の
軌
を

一
に
す

る
も

の

で
影
響
の
痕
跡
と
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
申
郎
を
知

っ
た
以
後
の
上

人
の
詩
文

の
全
て
が
中
郎
の
詩
風
に
傾
倒
し
た
と
見
る
こ
と
は
早
計
で

あ
る
。
中
郎
の
性
霊
説
が
李
賛
に
負

う
も
の
で
あ

る
に
せ
よ
、
白
居

易
、
蘇
轄
に
範
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
上
人
も
亦
蘇
転
に
関
心
を
示

し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
詩
に
於
て
類
似
の
点

が
指
摘

さ
れ
る
に
せ

よ
、
そ
れ
は
中
郎
の
影
響
と
見
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
上
人
の
根
本

に
存
在
す
る
も
の
は
法
華
経
で
あ
り
、
宗
祖
で
あ
る
。
そ
し
て
表
の
面

で
の
種
々
相
に
於
て
は
、
自
行
持
律
に
お
い
て
は
慈
雲
導
式
が
あ
り
、

草
山
隠
棲

に
か
か
わ
り
て
は
西
湖
処
士
林
和
靖
が
、
更
に
遡

っ
て
は
陶

淵
明

へ
の

つ
な
が
り
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
又
、
文
殊
の
智
よ
り
普

賢
の
行
願
を
重
ん
じ
た
上
人
は
文
殊
に
擬
せ
ら
れ
た
寒
山
よ
り
、
普
賢

に
た
と
え
ら
れ
た
拾
得
に
そ
の
眼
を
向
け
て
い
た

こ
と
も
事
実

で
あ

る
。
元
政
上
人
は
性
霊
派
と
し
て
目
さ
れ
て
は
い
る
が
、

し
か
し
、
上

人
の
詩
風
を
以
っ
て
、
中
郎
等
の
鼓
吹
せ
る
公
安
体
詩
風
の
範
壽
に
属

せ
し
め
る

こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

1
 
草
山
集
三

(
日
連
宗
全
書
本
・
六
六
頁
)

2
 
蓑
中
郎
・
瓶
花
斎
集
六

3
 
瓶
花
斎
集
六

4
 
震
中
郎
・
叙
小
修
詩

5
 

瓶
花
斎
集
六
、
雪

濤
閣
集
序

6
 

草
山
集

一
四
、
和
性
孝

病
中
詩
示
之
。

(
全

・
二
〇

二
)

7
 
草

山
集
二
二
、
次

拾
得
韻

(
全

二

二
九
四
)

8
 

草
山
集
二
九
、
与

浄
心
澄
公
書

9
 

草
山
集
二
二
、
次

拾
得
韻

10
 

草
山
集

一
四
、

会
徳
上
人

・
詩

11
 
震

中
郎

・
徹
態
集

二

12
 
震

中
郎

・
解
脱
集

四
、

伯
修

13
 
震

中
郎

・
錦
帆
集

二
、

叙
小
修
詩

14
 
李
賛

・
梵
書
三
、

童
心
説

15
 

草
山
集
二

16
 

草
山
集

一

17
 

草
山
集

一
五

18
 
草

山
集

二

(
全

・
三
六
)

19
 

草
山
集
六
、
霞

谷
山
人
伝

20
 
草

山
集

一
、
霊
薄
序

21
 
草

山
集

二
三
、
旅

宿
有
惑
四
首

22
 
草

山
集

二
六
、
題

空
心
書
写
経
王
後

23
 

草
山
集
二
六
、
題

四
教
詩

〔
附
記
〕

小
松
原
濤
氏

は
、

瑞
光
寺
所
蔵
文
庫
書

目
に
、
震
中
郎
全
集

(
二

十
巻
)
、
同
抄

(
一
巻
)
が
記
載
さ
れ

て
い
る
事
、
細
川
十
洲

が

「
深
草

元
政
、

得
其
梨
雲
館
本
、

校
刻
行

之
」

と
述

べ
て

い
る
事

を
挙
げ

て
い
る
。

元
禄

九

年
に
始

め
て
翻
刻

さ
れ
た
震

中
郎
全
集
は
梨
雲
館
本

で
あ

っ
た
。

之
等

を
合

せ
考
え
る
と
、
元
政

上
人
入
手

の
震
中
郎
全
集

は
梨
雲
館
本

で
あ

っ
た
か
と

見
る
事

が
出
来

る
。

(
身
延
山
短
期

大
学
卒
)
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